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「考えるより感じてほしい。手をさしのべるよりも寄り添ってほしい」

自閉症の子供をもつ垣内大徳さんはこう語る。長男楽守さんと２００６年に音楽ユニットを結成し活動を

展開。

楽守さんは小学５年生の頃、いじめから人を恐れるようになり、それまで天真爛漫で生き物が大好き

だった少年から突如笑顔が消えた。すでにソロ活動していた父大徳さんは「音楽の力で元の息子に戻ら

せたい。自分のステージに、なんとか息子を上がらせたい。」と願い、音楽の世界へ息子を引き寄せた。

そして今ではなくてはならない大切なパートナーとなり、その息子の存在が人の心によりやさしさとぬくも

りを伝えるステージをつくりあげていった。

今では、親子ライブは年に８０回を超える。大徳さんが曲をつくるとき、その原動力は常に子供たちであ

り、自分たちだけにしか出ないものを色濃く出し、人の心に直接伝わるような曲づくりに心がけている。
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